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ははじじめめにに  

 仲吉良光・元沖縄県⾸⾥市⻑は、日本で最も早く復帰運動を開始し、その
実現まで粘り強く活動を継続していたことから「復帰男」と称されている。
仲吉は、日本降伏以前に既に、米軍占領下の沖縄で日本復帰を要請する陳情
書を米軍当局に提出していた。 

終戦直後、沖縄出身の有力者のあいだでは日本からの独立を視野に入れた
沖縄解放論が有力な見解になっており、仲吉の日本復帰の主張は例外的だっ
た。米軍占領下で生活の糧を米国に依存していた沖縄で、日本復帰の主張は
米国との関係を危うくしかねなかったためである。日本復帰の主張は煙たが
られ、沖縄で孤立を深める仲吉は、東京に生活と運動の拠点を移すことにな
る。だが、サンフランシスコ平和条約（以下、平和条約）締結が近づき沖縄
の帰属が論点になると沖縄住⺠の大多数は日本復帰を⽀持、仲吉は沖縄の世
論を予見した人物として、一転評価されるようになった。 

先行研究は、厳しい批判にさらされながらも日本復帰を訴え続けた仲吉の
運動の動機に注目してきた。新崎盛暉は、仲吉の復帰運動を⽀えたのは日本
本土との強固な文化的一体感であり、「復帰のためには岸信介でもフルシチョ
フでも、何のためらいもなく利用」したと論じている1。納富香織は、仲吉が
戦前から沖縄社会が抱える問題を日本政府への陳情を通じて解決しようとし

                                                               
1 新崎盛暉『戦後沖縄史』（日本評論社、1976 年）229 頁。 
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てきたことに 目する。納富によれ 、陳情活動を主とした仲吉の復帰運動
は、日本との文化的一体感ではなく、沖縄への に づくものであり、
日本を通じて沖縄の問題を解決するという戦前からの実 の継続であるとい
う2。 

先行研究が仲吉の復帰運動の動機を解 してきたのに し、本研究は仲吉の
復帰運動の を する。その 、仲吉が米国の沖縄 に いて、⺠
決の 領土 大 な の国 に すると批判していたことに注
目する。な なら、 野 による研究をはじめ、近年の沖縄 研究は米国
が沖縄 に して国 社会からの批判を し、それが米国の沖縄政 に
さくない を していたことを らかにし あるからである3。 

本研究は、国 社会を見通した仲吉の復帰運動に する米国政府の を
することを通じて、「仲吉の 力は、き めて い の仲 を える

ものではなかった」という先行研究の評価を する 。仲吉に するこうし
た評価の には、仲吉が いた沖縄 日本復帰 会（以下、 会）
が 20 人前後の な 織だったこと 、大 動 を ない陳情活動を
主としていたことがあったと れる。しかし、本論で するように、米
国政府は国 社会に けた仲吉の陳情活動が、沖縄 問題を「国 化」し
かねないと強く していた。本研究は、 ⺠ 化が する 戦 の米
国外 に仲吉の復帰運動を づけることで、仲吉が沖縄 において た
した を する。それは仲吉の復帰運動の 評価を にすることに
と まら 、沖縄 問題が日米 国 で解決できたことの を き り
にするだ う。 

 
2 納富香織「仲吉良光論 沖縄近現 史における『復帰男』の 」『史論』 7
（200 年） 9 頁。仲吉の復帰運動が「 」のように へ へと 開したと論じ
る点では、納富も新崎と見解を じくしている。なお、「 」とは、仲吉の 新
者 に っていた ン ー である。 
3 野 「 の沖縄問題 国 における ⺠ 主 批判と デ 大 領の沖縄
新政 を に」（1・2）『 学 』 111 （201 年 3 月）、 11
（2017 年 3 月）、真栄城拓也「 ラ イ の沖縄 （1961 年 2 月 196 年
7 月） 「強 的」 と沖縄 」（1・2）『阪大 学』70 （2021 年 1 月）、70
6 （2021 年 3 月）。 
 「沖縄 をめ る政 ⺠ の を として」『国 政 』 2

（197 年 月）69 頁。 
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本 の は以下の通りである。 一 では、仲吉の生い立 を り り、
終戦以前から始まっていた沖縄での仲吉の復帰運動に いて する。

では、仲吉が平和条約締結後、⺠ 決の と領土 大の を
した信 に関する国 の を利用して復帰運動を 開したこ
とを り 、それに する米国政府の を る。 では、仲吉が国

会で 1960 年 12 月に された「 ⺠ 独立 」を 拠に復帰運
動を 開していく を し、その運動が米国政府に した に い
て論じる。 

なお、本研究では仲吉の復帰運動に関する既存研究に え、 開の
約のために先行研究が利用できなかった米国政府の機 解 文書を利用
した。それらは主に沖縄県立 文書 に されている米国国 軍

の機 解 文書である。また、本研究では沖縄県立 書 と 市
史 物 に されている仲吉が した復帰運動の である「仲吉良光関
係文書」も利用した。 

復復帰帰運運動動のの   

 仲吉は、1 7 年 月 23 日、沖縄県⾸⾥ で 国 の に
生まれた。仲吉は 学 を て、1903 年 月に沖縄県立 学
へ入学した。190 年 3 月に 学 を 後、早 大学 文学 に 学、

国の な文人である ョン・ ール ー ー（  ）によ
る に いての論文を提出し、1912 年 7 月に した 。 

大学 後、仲吉は沖縄で 新 社に入社、新 者として活 し、191
年 11 月には新たな沖縄の新 社である沖縄 日新 の にも った。
沖縄 日新 の を に た後、東京日日新 （現 の 日新 ）社
に転 、そこで数年 した後に米国の フ ル サン ルス市を
拠点とする 府新 社に入社した。数年 の米国生活であるが、仲吉はこの

 
 納富香織「仲吉良光論 近 を に」『史 要』 2 （2000 年 3 月）12  

132 頁。本 は復帰運動以前の仲吉の 生に いて、 に っている。 
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に後の復帰運動で活かされる 学力を身に けていたと れる6。 
 米国から帰国した仲吉は東京日日新 社に復 、 通信 という に

属された。仲吉は 者の身 を利用し、 一 世 大戦後の で し
た沖縄 のために 、沖縄 のために の大 らの

を り持ったという。仲吉はその後も、 問題 盛 出な 沖縄
の に り 。そして、沖縄の現 を らの力で 開する情 から

いに政 出を決 、19 2 年 月に東京日日新 社を して帰沖し、生ま
れ である⾸⾥の 7 市⻑に した7。 
 ⾸⾥市は 県以 、主だった もなく の一 をた り、
国の だったにも関 ら 、 政的に しい にあった。 ⾸⾥
市⻑の は、 新 社⻑を ねながら でその に いた

だったという。1939 年 には、 立が な⾸⾥市と県 となり沖
縄県の となっていた 市な 体を し、「大沖縄市」を

する もあった 。 
 ⾸⾥市⻑に した仲吉が真っ先に したのは、⾸⾥城 にある
の に られた の だった。 の から土 をさらう

は 1 年 りで、⾸⾥市⺠の を大いに た。仲吉は、 盛生 の
と ることで、沖縄 から を て を 、市⺠を

動 したこの は 6 日で した。 の の かにも、仲吉による
主要 ・ な も く評価され、仲吉は ⾸⾥の復 ・

のシン ルとなっていたという9。 
 だが、仲吉による⾸⾥復 も 19 年 3 月に始まった沖縄戦によって
に帰すこととなる。 月 1 日に沖縄本 に した米軍は 的な戦力で

、日本軍 が えられた⾸⾥にも戦 が り、 月 2 日には⾸⾥住⺠
に が出された。仲吉ら市 は 月 27 日に⾸⾥から 、仲吉は
「⾸⾥ さかるる い、 き まりまし」とその の を

 
6 前 132 13 頁。 
7 前 13 1 0 頁。 
 前 1 0 頁。 

9 前 1 1 頁。 

4



真栄城 拓也 
 

 

に後の復帰運動で活かされる 学力を身に けていたと れる6。 
 米国から帰国した仲吉は東京日日新 社に復 、 通信 という に

属された。仲吉は 者の身 を利用し、 一 世 大戦後の で し
た沖縄 のために 、沖縄 のために の大 らの

を り持ったという。仲吉はその後も、 問題 盛 出な 沖縄
の に り 。そして、沖縄の現 を らの力で 開する情 から

いに政 出を決 、19 2 年 月に東京日日新 社を して帰沖し、生ま
れ である⾸⾥の 7 市⻑に した7。 
 ⾸⾥市は 県以 、主だった もなく の一 をた り、
国の だったにも関 ら 、 政的に しい にあった。 ⾸⾥
市⻑の は、 新 社⻑を ねながら でその に いた

だったという。1939 年 には、 立が な⾸⾥市と県 となり沖
縄県の となっていた 市な 体を し、「大沖縄市」を

する もあった 。 
 ⾸⾥市⻑に した仲吉が真っ先に したのは、⾸⾥城 にある
の に られた の だった。 の から土 をさらう

は 1 年 りで、⾸⾥市⺠の を大いに た。仲吉は、 盛生 の
と ることで、沖縄 から を て を 、市⺠を

動 したこの は 6 日で した。 の の かにも、仲吉による
主要 ・ な も く評価され、仲吉は ⾸⾥の復 ・

のシン ルとなっていたという9。 
 だが、仲吉による⾸⾥復 も 19 年 3 月に始まった沖縄戦によって
に帰すこととなる。 月 1 日に沖縄本 に した米軍は 的な戦力で

、日本軍 が えられた⾸⾥にも戦 が り、 月 2 日には⾸⾥住⺠
に が出された。仲吉ら市 は 月 27 日に⾸⾥から 、仲吉は
「⾸⾥ さかるる い、 き まりまし」とその の を

 
6 前 132 13 頁。 
7 前 13 1 0 頁。 
 前 1 0 頁。 

9 前 1 1 頁。 

仲吉良光の日本復帰運動の  
 

 

に書き している10。およそ一 月 の をく り け、仲吉は 6 月
に沖縄本 の （現 、 城市）の で米軍の となった。 

 仲吉は米軍 の で、その 学力を活かし通 を めていた。
仲吉はそこで米 が てた新 から米国政府が を 持する
との見通しを て、「な だが身 が の のと の き出るのを えた」
11。また、仲吉は の から を め、「この国の生れ めは、
日本より たりしこと い なく され の な 通 」とい
う 国の 政・ による日 論に り かれるようになった
ともいう12。以後、米国の新 を 、米国が戦後の世

において⺠ 決 領土 大 を ていることを るようになる。
仲吉はこうした米国の世 政 を まえ、日本 の復帰陳情書を米軍当局に
提出した。 

この陳情書は、納富によって「現 点では、 陳情書の存 は されて
おら 、その に いて なことは からない」とされている文書であ
る13。 者はこの陳情書を、外 史 での で することがで
きた。この陳情書が仲吉による めての陳情書であることに え、日本 の
復帰陳情書であることからも、その 的価 は いと えよう。そのため、

をとるがこの陳情書の を に 介することとしたい。 
ま 、仲吉は陳情書の で、沖縄戦後の米軍占領が人 に うものであ

ると評価し、 のように る（ 用文は 文 ）。 
「 軍は沖縄 占領直後直 に を開 に を し
者 に一 人に を されると に ⺠に主要 糧たる米を

される 大の に しては ⺠深く感 し る に 。」 
に、「 の機 力文化による本 の の開 に一大 」を抱く

一 、 

 
10 仲吉良光『日本復帰運動 の から』（沖縄タイ ス社、196 年）1 頁。 
11 前 16 頁。 
12 前 1 頁。 は沖縄本 東 の の東 約 ー ルに する 。

の国 りに関 る として られる。沖縄大 行 局 『沖縄大
』 （沖縄タイ ス社、19 3 年）9 頁。 

13 納富「仲吉良光論」（2000 年）1 2 頁、納富「仲吉良光論」（200 年） 0 頁。 
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「本 ⺠は は に沖縄を占領 平 の まり日米国
復後は沖縄を日本に し戦前の く日本の一 としての日本政 下に存
続 し しと し り、戦後日本が 国政 より 何に さるる
とも沖縄 ⺠としては たる日本 国⺠と運 を にするを本 としその
日の一日も早から を し る に 。」 

また、米軍は沖縄を日本本土への として戦 にの 用するは
であるという 身の を した で、⺠ 決 領土 大の に
し、米軍の沖縄占領は一 的なものに まる きであると のように

る。 
 「 国は 一 世 戦 の ⺠ 決主 を し⺠ の

を する 正大なる を 世 に されたる 史あり の
世 戦 においても 政 には 人 のその らる政府

を するの 利を し、住⺠の に し に の り えを さ
と早くも る人あり、 は の く なる をもって 国

を し正 に づく 平和を 立 とする国 なりと は る
沖縄占領も一 的なりと解して る に 」 

 そして、仲吉は のように陳情書を締めくくる。 
「 は の を うに ら 人と し るに ら

、 、 の りに なる点より 和し る にて、結局
東は東、 は 、沖縄人は東 の一 国たる日本人⺠として生くるが最大

と存じ り 、沖縄占領直後の 軍政府に 日 するは りに早
きに だ 入る に え 日本 の決 さるるにおいては沖縄問
題が しの か と るを れ えて する 、何 下
さく い り 也1 」 

この陳情書から かるように、仲吉は決して 米的見 から沖縄の日本復
帰を主張した けではなかった。沖縄住⺠は日本人であり、⺠ 決により

⺠ の 運は ⺠ により決 される きである。また、米国は 世

                                                               
1  「 軍政府に  沖縄 ⺠は日本復帰を す 19 年 月 3 日 ⾸⾥市⻑ 
仲吉良光」外 局 『沖縄 日本復帰運動 要』（19 0 年 7 月 20 日）『

帰属問題』 2 6 1 1 3  外 外 史 。 
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を するの 利を し、住⺠の に し に の り えを さ
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1  「 軍政府に  沖縄 ⺠は日本復帰を す 19 年 月 3 日 ⾸⾥市⻑ 
仲吉良光」外 局 『沖縄 日本復帰運動 要』（19 0 年 7 月 20 日）『

帰属問題』 2 6 1 1 3  外 外 史 。 
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大戦 に⺠ 決と に、領土 大 を えており、沖縄を米国領に
することは決してないは である。したがって、沖縄住⺠が するように、
戦 終結後は日本の 下に して しい。これが、仲吉によって提出され
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ら け出したいという主張は米軍当局を しかねないと られたのである。
例え 、米軍占領下における沖縄住⺠の 織である沖縄⺠政府
を めた 信は、19 7 年 月に のように ている。 

「 数は日本に帰属したい をもっているものもあるようですが、大
は米国の の下に平和な国 を いて きたいと っています1 」 
仲吉は 19 6 年 月、沖縄の 市 ⻑には 市 ⻑を するという

米軍占領当局の から外れ、⾸⾥市⻑に されなかった。仲吉はその後、
⾸⾥ 学 へ したが、そこでもす に さ られたという16。仲吉へ
のこうした は、米軍当局によるものとも、その を した沖縄⺠政府
によるものとも れる。い れに よ、沖縄で を った仲吉は、19 6
年 7 月、沖縄から日本本土への き に り 、復帰運動を東京で
開していくこととなる17。 

のの   

 東京へと運動拠点を移した仲吉は 19 6 年 7 月、沖縄 日本復帰 会
を 織した1 。 会は、元大 の 政良、 の 、

 
1  『うるま新 』19 7 年 月 1 日。 
16 納富「仲吉良光論」（2000 年）1 頁。 
17 前 1 6 頁。なお、この 仲吉を見 った平良 は、仲吉は日本本土で、平良は沖縄
で日本復帰運動を めると「復帰の い」を したという。平良はその後沖縄の日本復
帰を訴えて 19 0 年 11 月に沖縄 に当 した。沖縄タイ ス社 『沖縄の
動の 2 年 』（ ）（沖縄タイ ス、1971 年） 1 頁。 
1  「年 （ 政良・仲吉良光の活動を主とした日本復帰運動年 」（1962 年か）『仲吉良
光関係文書』（以下、仲吉文書） 2 。文書 、日 、文書 は、 市 市史

『沖縄の戦後  19 1972 2  本土沖縄県人運動史 目 』（ 市

7
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軍 の 和、 史学者の東 納 らといった戦前からの 京
が う 20 人前後の 織だった。 

 仲吉は 国 の にも吉 ⾸ サンフランシスコ平和会 に
する国 にも沖縄の日本復帰を陳情したが、その いは 、平和条

約 3 条により米国による沖縄 が められることとなった。だが、仲吉
は条約 後も沖縄の日本復帰を め 、日本の国 に機会を見出し、
復帰運動を 開していくこととなる。 
 日本の国 が既 となった 19 6 年 10 月 16 日、仲吉は ーシ
ョル （  ）国 ⻑ 国 会 国に
てて沖縄の日本復帰を訴える陳情書を した19。その陳情書で仲吉は、新た
に国 する日本に して国 7 条（以下、 7 条）を 用
するよう訴え、沖縄の日本復帰を主張した。 
 仲吉が沖縄の日本復帰の 拠として した 7 条には、以下のよ
うに信 に いて められている。 

「国 国の の関係は、主 平 の の を とするから、
信 は、 国となった には 用しない20」 
 この条文を 直に め 、新たに国 国となる日本に信 を行う
ことはできない。仲吉はそこに 目した。平和条約 3 条は、沖縄に する
日本の主 放 を めておら 、米国による沖縄に する信 の実

を前提とし、 政 行 を めている。だが、日本の国 により、日
本の一 である沖縄に信 を実 することは になるので、 3 条
は 文化すると仲吉は主張したのである21。 

 
市史 、1977 年）に依拠している。 

19 「沖縄・ に関する陳情（日本国 と に沖縄復帰 陳情）」（19 6 年
月）、      O        19 6  
『仲吉文書』2 2 、2 3 。 
20 『国 条約  2016』（有 、2016 年）32 頁。以下、 りがない り、国

条約 の条文は 書から 用。 
21 平和条約 3 条は米国による沖縄の信 実 までの 、米国が沖縄の 政 を行

するとしている。条文は の通り。「日本国は、 29 以 の （ ）を
国を 一の 政 者とする信 の下におくこととする国 に する 国

のいかなる提 にも する。このような提 が行 れ 決されるまで、 国は、
領 を これらの の領 住⺠に して、行政、立 の 力の

一 を行 する 利を有するものとする。」 
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 実は、仲吉は国 への陳情書提出以前、既に、米国 外 会 ⻑
の ルター・ ョー （   ）へ の の陳情書を

していた。 ョー は仲吉の陳情書を 視することなく国 に り
、国 東問題 当国 の ー ン（   ）から
た を仲吉に通 した。 

ー ン国 の によれ 、ま 、 7 条は国 当 に
領だったシ 、 ン、イラ が信 の にならないこと

を するための条 である。 に、 107 条、い る「 国条 22」
を 用し、 国である日本に する は、 7 条を めいかなる

の条 によっても にされることはないと し、「平和条約 3 条でと
られる行動は、 107 条の条 の にある」と仲吉の主張を けた23。 
 だが、米国政府は「 国条 」により平和条約 3 条が 的に るがない
にしても、沖縄 が国 社会から批判を きかねないことをよく 解して
いた。例え 、 ス（   ）国 ⻑ は仲吉 いる 会の
陳情活動が ⺠ 主 批判を き こしかねないと し、 ル ン
（C   ）国 ⻑ に てて 19 7 年 1 月 7 日に のような

 
22 107 条は の通り。「この のいかなる も、 世 大戦 にこの の

国の であった国に関する行動でその行動に いて を有する政府がこの戦 の結
としてとり は したものを にし、 は するものではない。」 

23 「   より   書 」（19 年 12 月 22 日）『仲吉文
書』226 。 
なお、196 年 月 2 日に日本社会 は、仲吉と に 7 条を 用し、沖縄の日

本復帰を主張した。その 、米国国 は「 国条 」に れ 、 7 条が にし
ているのは国 前に あるいは ⺠ だった だけであり、もともと独立国で
あった日本には 7 条は 用されないとし、日本が沖縄に する 主 を 持する
ことから、沖縄は 77 条 1 （C）の「 政に いて を う国によって 的
にこの の下におかれる 」であると政府 で見解を した。「 国条 」を沖縄

の正当化の 拠としなかったのは、 戦 で まっていた日本人の 米感情を
したくなかったからかもしれない。        

 2  196         C   196 66  
2626  1 O  19  0000111 62 （10 のコー は沖縄県 文書 の コー

）、沖縄県 文書 （以下、O ）。 
、日本政府は「 国条 」が米国の沖縄 の 拠として用いられれ 、 領土問

題で を有利にしかねないとも していた。「 ⺠ 独立 と沖縄に いて」（1961
年 12 月 26 日）「 その 」『沖縄関係 国 関係 ⺠ 独立 （沖縄）』（ 22 01  
0120 2001 02779  300 07 01  外 外 史 ）。 
米国政府 で沖縄 と 7 条の関係に いての見解の 、そもそも、平和条

約 3 条が される に、 7 条との ね いを米国政府が のように えていた
のかに いては、 後の 題としたい。 
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を書いている。 
「 の を ると、 は米国の沖縄 が近い に、 の外

に深 な問題をもたらし、結 として、沖縄 における米軍 の 持を
にするかもしれないと します。（ ）日本は国 への 、 ・

フ 国との な 力関係、 との正 な外 関係 開によって、
この を国 化し、国 に訴えることができる立 になるでし う。日本

住の沖縄出身者の ルー は既に 国 国に、沖縄 を⽀持す
るよう陳情しています。 主 者 人が、沖縄の『 ⺠ 』 に

いて国 的な を行うよう 動し、それを⽀持する光 は、 いなく
立 現れると見なけれ なりま 2 」 

スは平和条約 3 条の に って以 、米国の沖縄政 の に
要な を たしてきた。 スが沖縄を米国に するのではなく、信

を前提とした米国による沖縄の 政 行 を 3 条で めた には、
国 社会からの批判への があったと されている2 。なお、信 を
沖縄で実 するという文 を 条に めたにも関 ら 、その実 をあえ
て行 なかった には、国 の信 会による沖縄 に する

を ったこともあった26。 
スはこの に、沖縄が「 平 の ス」となることを れ、

イ ン ー（   ）大 領とともに沖縄の「
」を していく。「 」 は、沖縄に する を一 か

に め、 りの土 を日本に するという米国政府 で に さ
れた である。この を実現することで、米国は沖縄の だけを すれ

よく、沖縄住⺠を するという ⺠ ⽀ を することができた。
スが沖縄 への ⺠ 主 批判を していたことを まえれ 、その

 
2           （以下、  と
す。）  19 19 7      1  O  1991   2 2  
2  ⾥政 『日米関係と沖縄 19 1972』（ 書 、2000 年） 1 60 頁、 ー ・

・ ル 『沖縄問題の 戦後日米関係における沖縄 19 19 2』（ 大
学出 会、2000 年）22 頁。 
26 通 の信 ではなく戦 的信 を行え 、信 会による 視 の

から れることはできた。しかし、戦 的信 を実 するには、国
会による を なけれ なら 、 の 動によりその実 は 視されてい
た。 ル 『沖縄問題の 』60 61 頁。 
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の には国 社会からの ⺠ 主 批判を うにか しようという
が多 にあったように れる27。 

、仲吉はこうした米国政府の を い ることなく、陳情活動を継
続していた。 7 条による復帰が となり、仲吉が に目を けたの
が米国 に提出された「コン ン 」だった。 外 会はコン
ン・ シ ー 社（C   ）に米国の 外政 の を依

しており、その 結 が「コン ン 」として 19 9 年 1 月に 開さ
れた。その 書は「 から のある 点において、沖縄は米国の軍

を する を結 で日本に することが ましいであ う」と、
沖縄 を していた2 。仲吉は ョン・ ・ デ （   

） フル ライ （   ）、そして ン ン・
ョン ン（   ）な 、当 外 会に 属してい
た その の 会有力者に けて「コン ン 」による 実 を陳情
した。 

米国 た の仲吉への は 的だった。例え 、 デ は 年
月に仲吉に のような を 信を書いている。 

「 外 会の一 として、 の 深く、 な見解を るこ
とは、最も価 があります。この問題が に される 後数 月の 、
は かにあなたの を 一 いたします。 は、沖縄の問題が 要か

解決な問題の一 であり、日米 国の 者らの な注 を けるに
するとよく 解しています29」 

1960 年 11 月の米国大 領 の結 は、仲吉を大いに たに いない。
沖縄 に前 きな を見 た⺠主 の デ が 利したからであ
る。 和 から⺠主 への政 を実現し、史 最年 の大 領となる
デ は、米国の外 政 を し、沖縄問題に けた新たな政 を 出すか

 
27 「 」 に いては、 元一 『日米 の 』（有 、2000 年）193 19
頁、 政 『沖縄 とは何だったのか 日米戦後 史の で』（日本放 出 会、
2000 年） 2 頁、平良 利『戦後沖縄と米軍 「 」と「 」のは まで 
19 1972 年』1 190、206 207 頁を 。 
2  野 『戦後  沖縄』（日本評論社、1969 年）302 30 頁。 
29 「   より仲吉良光 書 」（19 9 年 月 1 日）『仲吉文書』3 9 。 
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もしれない。仲吉は大きな を抱き、 デ 新政 を見 った30。 

「「 」」 ととしし のの のの沖沖縄縄   

 だが、仲吉の デ 政 への は られることとなる。米国で政
があった一 、日本でも 動の を り岸政 が 、 政

が新たに 生していた。日米新政 の となる 1961 年 6 月に開
された ・ デ 会 後に された日米 で、沖縄に関する

は のように されていた。 
「米国が 住⺠の と を するために一 力をはらう

し、さらに、この 力に する日本の 力を する31」 
が沖縄住⺠の には れたものの、 問題に しなか

ったことに仲吉は した。 政 が した外 の 本 においても、
沖縄住⺠の の が され、 問題が されていた32。仲吉は
⺠ への陳情書においてそれを批判し、 のように ている。 

「国⺠が要 し続けて た 本 、 政 は、タ されて りま
す。（ ） 数年続けて た 復帰 体の も一 り れない と
なりますれ 、 は訴うる なく の ン に ることとなります33」 

仲吉はこの 既に 70 の を えており、19 7 年 1 月に した
ンにより を っていた3 。生きて沖縄の 国復帰を見ることができな

いかもしれないという 感が仲吉に生まれていたのかもしれない。日米
政府に「訴うる 」をなくした仲吉は日米 政府へ 情を める を一
さ 、社会 に 近し、沖縄問題の「国 化」により の 開を

っていくこととなる。 
復帰運動の当 より米国による沖縄⽀ を国 に する問題と なし

 
30 「仲吉良光より   書 」（1960 年 月 日）『仲吉文書』 19 。 
31 「 、 デ 大 領 （ ）」（1961 年 6 月 22 日） 会
『沖縄問題 本 』（ 会、196 年）117 頁。 
32 『 日新 』（1960 年 月 17 日）。 
33 「沖縄問題の政 を 」（1960 年 月）『仲吉文書』 16 。 
3  「仲吉から吉 への 」（19 7 年 1 月 1 日）「02 19 0 年 書  吉 仲吉良
光 出」『吉 文書』00001 1992、O 。 
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30 「仲吉良光より   書 」（1960 年 月 日）『仲吉文書』 19 。 
31 「 、 デ 大 領 （ ）」（1961 年 6 月 22 日） 会
『沖縄問題 本 』（ 会、196 年）117 頁。 
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3  「仲吉から吉 への 」（19 7 年 1 月 1 日）「02 19 0 年 書  吉 仲吉良
光 出」『吉 文書』00001 1992、O 。 
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てきた仲吉が、国 会で 1960 年 12 月に された「 ⺠ 独立 」
に注目するのは のなり行きだった。この は「あら る の ⺠
主 を かにか 条 に終 ら る 要がある」とし、「外国による人⺠
の 、⽀ は、 本的人 を するものであり、国
に 」するとした。仲吉はこの に づき、沖縄の日本復帰を⽀持する
よう訴える陳情書を書きあ 、1961 年 月に国 国へと した3 。 

仲吉はこの陳情書を、 会会 に ることなく独 で した。 会
は既に 介したように戦前からの有力な沖縄出身者で されており、
の を にしていた36。米国政府に 情を め復帰を してきた
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は「 属 」に とし まれたといったように、米国の沖縄 を に
批判した。また、仲吉は社会 に し、この国 国への陳情
書 に いて、「 が、 れたら も入る れもあり当

にしたく、 ですが、 下されたい」と に 力を め
ていた37。仲吉の運動を⽀えてきた会 らはこの陳情書 に強く 、仲吉
は 身が いてきた 会を 会 るをえなくなる3 。 

仲吉にとって 数年に たり復帰運動を にした た と決 するのは、
「真に の い」であり しいものだった39。だが、一 で、 会から
の 会は仲吉の復帰運動の 約を く もあった 0。仲吉は 1962 年 1 月下

 
3  「 ⺠ 主 の で 沖縄解放 を 」（1961 年 月 10 日）『仲吉文書』

。 
36 たとえ 、サンフランシスコ平和条約の が る 19 1 年 月に書かれた 会によ
る陳情書では、かりに沖縄が日本から り されれ 、「 日本の 力に米国批判
のための 拠を提 することになりかねない」と ている。     

 O      10  19 1  『仲吉文書』1 。 
37 「国 への 沖縄解放 訴 後 い」（1961 年 月）『仲吉文書』 6 。 
3  なお、仲吉は 会会 に 会通 書を し、 身が ⺠ 独立 に づき、
国 国へ した を以下のように している。「 ⺠ 主 という国 の大

は、 なものと信じて ります。その で沖縄解放を国 国に訴えたの
も、復帰運動の一 と 、決して とは いま 。日本始め 国が し
立した大決 は人 大解放の として さ も して られると信じ、 前に
をしなかった です。また、 決 提 国は 国、 国、 立国 国で
あり、これらの国 と関係ある日本 新政 に後 を るは と います。」「仲吉良
光、沖縄 日本復帰 会 会通 書」（1961 年 9 月 1 日）『仲吉文書』 6 。 
39 前。 

0 仲吉は以前より、沖縄問題の「国 化」を っていた。19 年 月下 、仲吉は政府関
係者と れる人物の を け、国 への陳情書 を した。その 仲吉は「 た
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1  

に 身沖縄を れ、沖縄の 会にあたる 立 による国 国に
てた沖縄の日本復帰を訴える決 に けて 力した 1。 
1962 年 2 月 1 日に立 の開会に て 会一 で された「 ・一

決 」（正 称、「 政 に関する要請決 」）は、仲吉の復帰運動の
点だった 2。「 ・一決 」には、仲吉が 主張してきたように米国の沖

縄 が⺠ 決 領土 大 に し、「 ⺠ 独立 」の に
も くと、 のように されている。 

「 日平和条約 3 条によって沖縄を日本から することは、（ ）領
土の 大 ⺠ 決の に し、国 の信 の条 に 当

、国 国たる日本の主 平 を 視し、 の実 もまた国 の
に関する に するものである。1960 年 12 月 1 国 会にお

いて『あら る の ⺠ 主 を かに、か 、 条 に終 さ ることの
要を厳かに する』 の『 ⺠ 国、 人⺠に する独立 に関す

る 』 ⺠ 独立 （ は 者、以下、 じ。）が された
日、日本領土 で住⺠の に して 当な⽀ がなされていることに

し、国 国 国が注 を されることを要 し、沖縄に する日本の
主 が かに に 復されるよう 力され ことを強く要請する 3」 

スの でも されていたように、米国政府は 国の沖縄 が ⺠
⽀ であると国 社会から見なされることを危 していた。そうした

は、 デ 政 にも き継がれおり、1961 年 に された 国 政
の文書において のように られている。 

 
しは 国 化する でありますが、沖縄・ 問題を外 ルー に て、 で
も政府が 的に動いてくれると 、何によりも強 であり、 の う であります
が これを信 して を いたしました」と ている。「日本 領土問題解決
い」（19 年 月）『仲吉文書』1 9 。 

1 『沖縄タイ ス』1962 年 2 月 3 日。 
2 仲吉が「 ・一決 」 に強い を した点に いて、先行研究 で見解が ね

有されている。 は「仲吉良光は、社会 の らとともに、沖縄解放 国復帰
会を くり、独 の立 から国 に訴えた。前 立 の ・一決 は、 らか

に、このような運動にうながされて生まれたものである」と 、新崎は「 ・一決
は、（ ）復帰男仲吉良光の動きに何となく き られたという もなくはなかった」と
している。納富も「 ・一決 」 には、「仲吉の国 への訴えが大きく を えてい
る」と する。 『戦後日本の政 と外 』（ 出 、1970 年）2 0 頁、新崎
『戦後沖縄史』229 230 頁、納富「仲吉良光論」（200 年） 頁。 

3 「 ・一決 」の 文は、 野 『戦後 』 1 頁。 
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1  

「 ⺠ 主 が終 に かうなか、米国が最後の ⺠ 主 国の一 であ
ることが の きを以て らかになり、（ ）沖縄が い になるかもし
れない 」 

こうした 先に「 ・一決 」は された。既に でも したよう
に、米国にとって「 ・一決 」 のタイ ン も が かった 。「
⺠ 独立 」が国 会で された 年 11 月、その 行 を
するための「 ⺠ 化 会」が 主 で 会の下に された。この

会はあら る ⺠ 問題を し、決 を出すだけでなく、 ⺠
現 から請 を き、 を する が されていた 6。その「
⺠ 化 会」の 会 が、「 ・一決 」 の 2 後の 2 月 1 日に

予 されていたのである。「 ⺠ 化 会」の 国である が「 ・
一決 」を 領すれ 、米国を に批判し、沖縄への を提 す
るかもしれない 7。米国政府が平和条約 3 条の 以 してきた国

社会による沖縄への介入が現実のものとなりかねなかったのである。 
米国政府が「 ・一決 」の で したのが日本政府だった。米国は

日本が 力を持 世 国に きかけ、米国の沖縄 が国 で り
られないよう 力を要請した。 

だが、日本政府の は 野に れ 「に もない」ものだった。こ
の 、外 局 だった は、日本政府の 力を要請する米
国大 の書 、 ー ・サタ ン（   ）に し、沖縄
の 政 を持 米 の問題である、と き放した 。 の には、米国の
沖縄 には日本の 力が であるという実 を米国に さ ようと

 
  1961 1963    O        

   O  2001   360 361  
 真栄城「 ラ イ の沖縄 」（2）173 頁。 

6 「国 とイ ス 国の 1960 63 年 」『国 政 』 126 （2001 年
2 月）92 頁。 

7    C    12  1962    1962 
 00001060  O  

 「沖縄立 の国 国に する要 決 の 」（1962 年 2 月 6 日）「 その 」
『沖縄関係 国 関係 ⺠ 独立 （沖縄）』（ 22 01  0120 2001 02779  300 07 01  
外 外 史 ）。 

15



真栄城 拓也 
 

16 

いう動機が れると 野は する 9。 
が米国政府に 強 とも れる を した には、仲吉の復帰

運動への 感があったと れる。 は 19 6 年 7 月、仲吉が 国
へ陳情書を提出しようとしたとき、その を に行っていた。

は仲吉を ながら⽀え続けた吉 （外 局 ⻑
府 局 2 ⻑、 会 局⻑ を ）と
の で、吉 を通じて仲吉の復帰運動を るようになっていた 0。 が
「 ・一決 」に動 する米国政府の にあたったというのは、まったく
運 のめ りあ という かない。 

米国政府を沖縄 の に か たライシ ー（  O  
） 日大 も、沖縄 が国 社会で り られることを強く

していた。 
ライシ ーは において「 大 に して 沖縄に行って るまで、
は沖縄に いてあまり えたことがありま でした」というが、 平

戦 終結後に米国政府 で沖縄の戦後 問題に っていた 1。ライシ
ーはこの 、沖縄の に いて に属していた と 国に属

していた の で を めることを主張していた。ライシ ーの主
張が された会 文書には、「深 な 数⺠ 問題」が きないように、

2 0 （ ラ と の ）以 を日本領土とするよう
している 2。ライシ ーは、この に ー ー 大学から出 された『

と日本』において沖縄住⺠を「 人」と 、独立の まで
していた 3。 
だが、沖縄で日本復帰運動が活 になると の えを見直すようになる。

 
9 野「 の沖縄問題」（1）20 頁。 
0 沖縄タイ ス社 『 の戦後史 』（沖縄タイ ス社、19 0 年）99 頁。 
1 ル 『沖縄問題の 』 頁。 
2 3            11  

19 6              
1939 19   C    19 1   1192 3  

    7  ー ・ ・ ル 『 と日米関係 戦後
の ・沖縄占領と 戦 』（ 新社、2003 年）36 頁。 

3  O        C    
 19 0   237 23   
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19 3 年 1 月にある国 会 に提出した論文で、「 の 住人 約 0 人
は らかに日本人とともに の日本復帰を でいる」と ている 。
19 年に出 された『転機に立 政 』では、米国の沖縄 は米国
の信 である 決 の から外れた政 であると批判し、 には米
国の「 ⺠ 問題」があると していた 。 
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 日本 平 問題 会 『 平和の条 』（ す 書 、19 3 年）33 頁。 
  O            19   

261  
6 ン・ ・ライシ ー、 ル・ライシ ー 入 修『ライシ ー大

日 』（ 社、199 年）66 頁。 
7  196 196     2   106  
 野 『沖縄 をめ る政 と外 日米関係史の文 』（東京大学出 会、199

年）23 頁な 。なお、「1970 年問題」と 条約の関係に いては、 一 「 条約
の条約 に関する 」（2・ ）『阪大 学』 69 6 （2020 年 3 月）を 。 

9 真栄城「 ラ イ の沖縄 」（2・ ）17 1 1 頁。 
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1  

米国政府が沖縄 の に かう に 要な要 になっていたと えるだ
う。 
「 ・一決 」 を見た仲吉は、 立 から国 へ を する

という を社会 の らと に めるが、これには沖縄 からの
⽀持を ることはできなかった60。日本政府 米国政府から「 ・一決 」

により信 を っていた沖縄の 政 ・沖縄 ⺠主 は日本政府 米
国政府を さ る行動をこれ以 ることはできなかった。立 の最
大野 である沖縄社会大 も、沖縄問題を国 化することに いてそれ

ではなかったようである61。 
仲吉は 1963 年 月 に らから れ、「沖縄 国復帰 会」を新

たに 織した62。仲吉の陳情活動は、沖縄の日本復帰を日米 政府に する
という の に立 っていく。また、この 以後に見られる仲吉の
復帰運動の 化として かされるのは、陳情書数の である。 会
関係者との関係が たれ、 ら社会 からも れた仲吉の運動 はかな
り しいものだっただ う。一 に陳情書の といっても、運動 に

的 まれていたと れる 会 においてさえ「タイ 、
な 当の がいるので決 し ねて ります」と仲吉は るをえ

なかったのである63。 
政 下で沖縄 問題が動き始めてからは、仲吉はそれまで てき

た沖縄問題の「国 化」 を転 し、日米 国 で沖縄 を目 す
日本政府を⽀持するようになる。1967 年 7 月のある 書で仲吉は、 大
の復帰の例にならい、日本政府は米国政府に沖縄の 政 を放 さ るよう

することで沖縄の日本復帰を目 す きであると主張した6 。196 年

 
60       O  23  1962      

 00001060 9  O  
61 沖縄社会大 の 者である平良 市は、社会 の に いて「現実を 視した
論 的なイデ ー の に になっている」と 、 めて批判的だった。

  C   2  1962         
C   1960 63   217   1  0000111 62  O  
62 「 条約 と に沖縄⽀ に終 を」（1963 年 月 12 日）『仲吉文書』 。 
63 「仲吉から⻑ への 」（19 7 年 月 1 日）「19 0 年  吉 仲吉良光
出」『吉 文書』00001 1992、O 。 
6  「沖縄復帰に⾸ の を」（1967 年 7 月 26 日）『仲吉文書』666 。 
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に書かれたと れる仲吉の文 には、「早 復帰を実現して う く、多
数国⺠の ⾸ ⽀ を する」とあり、沖縄 の実現には「 、

問題な 米国の も け れるい る ・ ン ・ イー の外
によるのが 当たるはいうまでもない」と されている6 。 

1960 年 以降に見られる復帰運動 の転 に 転 が、仲吉の復帰運
動が に れたと評されてきた だ う。また、 政 以後の仲吉の
運動は、沖縄 問題に り 政 を⽀えたと評価できるが、それ以

の が日米 国にあったようには れない。仲吉の沖縄 における
は、米国政府が沖縄 の に かう で、沖縄問題の「国 化」

を 体的な 題として米国政府に き けたことによって たされたと え
よう。 

にに  

 本 は、仲吉の復帰運動を ⺠ 化が する 戦 の米国外 との関
から した。 

 、仲吉の復帰運動は政 的立 を に らしたと れてきた。
かに、仲吉は米国政府に沖縄の日本復帰を平身 して する一 、
政府に しては沖縄が米国の 国主 の になっていると批判し、その
力を要請していた。仲吉の政 的立 を か 新かという見 で する
ことは しい。だが、その運動には米国の沖縄 を国 に する問題
として けるという点で一 があった。 

また、仲吉の復帰運動は と 力を持たなかったと れてきた。
だが、米国政府は仲吉の復帰運動を決して見 すことはなかった。仲吉が
主張するように、米国の沖縄 が⺠ 決 領土 大の に し、
⺠ 主 の問題として国 社会で り られることは、な としても け
られなけれ ならなかった。 主 の 主としての米国の外 的 信
が き、新たに独立した ・ フ 国を 主 に か し

 
6  「沖縄、依 ⾸ に 早 復帰の実現 」（日 ）『仲吉文書』669 。 

19



真栄城 拓也 
 

20 

かねなかったためである。 日政 の主要な政 者である ス ライ
シ ーは、そうした を終始抱いていた。 

さらに、仲吉の主張が国 社会で り られ、「 ⺠ 化 会」をは
じめとした国 による が沖縄に されれ 、沖縄の の運用にも
⽀ をきたすことになっただ う。それは、平和条約の 以 、米国が
沖縄での 運用において してきた だった。沖縄米軍 の運用へ
の 外国の介入は、沖縄だけでなく日本本土 東 における米
軍 に を すことになっていたかもしれない。沖縄 が「国 化」
した後に実現していたなら 、現 の 問題は く なる になってい
た もある。仲吉の復帰運動は米国を 戦外 、 に い るだけ
でなく、米国の 戦戦 の要である沖縄米軍 も かしかねなかったので
ある。 

米国政府は沖縄問題の「国 化」を れ、日本政府との 力を め、 い
に日米 国 の問題として沖縄 を実現する。仲吉の復帰運動への米国政
府の から かるように、沖縄 問題が日米 国 で解決されることは

ではなかった。沖縄 問題が日米 国 で解決されないかもしれない
という は、米国政府に沖縄 へ か た 要な要 だったと れ
る。 
 仲吉は沖縄の日本復帰運動にその 生を 、197 年 3 月 1 日に 6 に
してその生を うした。日本政府は仲吉の⻑年に たる復帰運動に いて
1969 年 月に を 、1972 年 月 1 日に開 された沖縄復帰

にも仲吉を 者として いた66。 
沖縄の 国復帰を見 けた仲吉は 1973 年 1 月に帰 した。その 月には
良 沖縄県 らが 人となった仲吉の帰 いの 会が開かれ、

仲吉の復帰運動への が された67。当 、仲吉は にすら煙たがられ、
を 、 身の運動が米国政府に した を ることもなかった。

 
66『 』 外 3 （1969 年 月 30 日）、「沖縄復帰 ⻑ 大
栄 より仲吉良光 沖縄復帰 」（1972 年 月 21 日）『仲吉文書』696 。 
67 「沖縄は ス の ン  の復帰運動 」（日 ）『仲吉文書』69

。 
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それでも、か て れるように後にした で かく えられ、 生を
すことができたのは仲吉にとって何にも る だったに いない。 

 仲吉 の には「日本復帰の 仲吉良光ここに る」との が 立
されている6 。 
 

本研究は、 学 研究 と 研  22 20112 の を
けたものです。 

  

 
6  納富「仲吉良光論」（200 年） 9 頁。 
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